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平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま

で
の
「
中
野
市
老
人
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
計
画
は
、
団

塊
の
世
代
が
75
歳
に
達
す
る

２
０
２
５
年
を
見
据
え
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
住
み

や
す
い
と
実
感
が
持
て
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
み
、
高
齢

者
福
祉
事
業
、
地
域
支
援
事
業

お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
適
切

に
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
結
果
、
ご
意
見
の
提
出

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

計
画
書
の
閲
覧
場
所
　
高
齢
者

支
援
課
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペー
ジ

　
介
護
報
酬
改
定
に
伴
い
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に

支
払
う
金
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
、
介
護
保
険
の
財
源
負
担
割
合

が
65
歳
以
上
は
22
％
、
40
～
64
歳

の
方
は
28
％
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
低
所
得
の
方
に
配
慮
す

る
た
め
、
基
金
の
取
り
崩
し
や
、

所
得
段
階
区
分
を
細
分
化
す
る
な

ど
、
負
担
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

　
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
12
年
４
月
に
始
ま
っ
て
以

来
、
介
護
保
険
制
度
は
老
後
の
日

常
生
活
の
安
心
を
支
え
る
仕
組
み

と
し
て
社
会
に
定
着
し
て
き
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
介
護
保
険
の
総
費
用

額
の
増
加
に
伴
い
保
険
料
の
大
幅

な
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も

に
、
認
知
症
や
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
制
度
の

持
続
可
能
性
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
よ
り

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

介護

平
成
２7
年
度
か
ら

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
へ
の
新
規
入
所

は
、
原
則
と
し
て
要
介
護
３
以
上

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
既
に
入
所
し
て
い
る

要
介
護
１
・
２
の
方
（
要
介
護
３

以
上
か
ら
要
介
護
１
・
２
に
状
態

が
改
善
さ
れ
た
場
合
も
含
む
）や
、

制
度
改
正
後
に
要
介
護
３
以
上
で

新
規
入
所
し
た
後
、
要
介
護
１
・

２
に
状
態
が
改
善
さ
れ
た
場
合
で

も
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
れ

ば
、
引
き
続
き
入
所
で
き
る
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
要
介
護
１
・
２
で
も
認
知
症

な
ど
を
抱
え
て
お
り
、
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
れ
ば
新
規
入
所
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
一
定
以
上
の
所
得
（
本
人
の
合

計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上

で
、
同
一
世
帯
の
第
１
号
被
保
険

者
〈
65
歳
以
上
の
方
〉
の
年
金
収

入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
が

単
独
世
帯
で
２
８
０
万
円
以
上
、

２
人
以
上
世
帯
３
４
６
万
円
以

上
）
が
あ
る
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
際
は
、
利
用
者
負
担
が
１

割
か
ら
２
割
に
変
わ
り
ま
す
。

　
要
支
援
、
要
介
護
の
認
定
を
受

け
た
方
全
員
に
、
利
用
者
負
担
の

割
合
（
１
割
ま
た
は
２
割
）
が
記

載
さ
れ
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合

証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
う

ち
、
配
偶
者
が
市
民
税
課
税
者
で

あ
る
場
合
、
ま
た
は
預
貯
金
な
ど

が
一
定
額
（
単
身
１
千
万
円
、
夫

婦
２
千
万
円
）を
超
え
る
場
合
は
、

食
費
・
居
住
費
の
補
助
は
な
く
な

り
ま
す
。

中
野
市
老
人
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
平
成
29
年
４
月
ま
で
に
、
こ
れ

ま
で
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
で
行
わ

れ
て
い
た
介
護
予
防
訪
問
介
護
は

「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
」、
介
護
予
防

通
所
介
護
は「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
」

と
サ
ー
ビ
ス
名
が
変
わ
り
、
市
区

町
村
が
行
う
「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
」
へ
移
行
し

ま
す
。「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
」
の
対
象
と
な
る

の
は
、要
介
護
認
定
で
要
支
援
１
・

２
お
よ
び
非
該
当
と
判
定
さ
れ
た

方
、
ま
た
は
要
介
護
状
態
と
な
る

恐
れ
の
高
い
方
で
す
が
、
65
歳
以

上
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
開
始
時

期
、
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
市

区
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

■
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
こ
と

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
５
・

３
９
０
）

■
北
信
広
域
連
合
が
所
管
す
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
望
岳
荘
、
高
社

寮
、
千
曲
荘
、い
で
湯
の
里
、
菜
の
花

苑
、
ふ
る
さ
と
苑
）
に
関
す
る
こ
と

北
信
広
域
連
合
事
務
局

☎
�
５
０
５
０

１
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
際
の
利
用
者

負
担
が
変
わ
り
ま
し
た

２
介
護
保
険
料
が
変
わ
り

ま
し
た

３
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

の
入
所
基
準
が
変
わ
り

ま
し
た

４
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
方
は
利
用
者
負
担

が
２
割
に
な
り
ま
す

５
低
所
得
の
施
設
利
用
者

の
食
費
・
居
住
費
の
適

用
要
件
が
変
わ
り
ま
す

６
要
支
援
１
・
２
の
方
が
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

介
護
保
険
負
担
割
合
証

が
発
行
さ
れ
ま
す

介護保険の財源

公費
50％ 40 ～ 64 歳の方

の保険料

28％

22％

65 歳以上の方
の保険料

※平成 27 ～ 29 年度の割合です
（利用者負担分は除く）



19 ２０１５．４広報なかの

　
市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
よ
る
健
康
保

持
増
進
を
図
る
た
め
、
指
定
医
療

機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
際

の
健
診
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

〇
対
象
者

①
35
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
（
40
歳
か
ら
74
歳

の
方
は
、
特
定
健
診
と
し
て
受

診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
た
だ
し
、
が
ん
検
査
は
40
歳
以
上

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
（
75
歳
以
上
の
方
お
よ
び
65

歳
か
ら
74
歳
で
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
方
）

〇
助
成
額
　
健
診
費
用
の
２
分
の

１
以
内
（
年
度
内
１
回
限
り
と

し
、
が
ん
ド
ッ
ク
助
成
や
各
地

区
で
行
わ
れ
る
特
定
健
診
を
受

け
た
方
は
除
き
ま
す
）

〇
申
し
込
み
・
受
診
方
法
　
ご
希

望
の
医
療
機
関
に
健
診
内
容
や

費
用
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
受
診
の
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
後
、
受
診
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
福
祉
課
ま
た

は
健
康
づ
く
り
課
窓
口
で
「
受

診
助
成
券
」
の
交
付
申
請
を
し

健康

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方
へ

健
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

て
く
だ
さ
い
。

〇
助
成
方
法
　
助
成
額
は
市
が
直

接
医
療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
。

医
療
機
関
窓
口
で
は
、
健
診
費

用
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た

金
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

〇
指
定
医
療
機
関
　
３
月
に
全
戸

配
布
し
た
「
平
成
27
年
度
版
健

康
・
福
祉
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
12

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
０
４
）

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）

　
市
内
の
農
産
物
や
加
工
品
を
取

り
揃
え
た
「
夏
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ

グ
」
に
掲
載
す
る
商
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

〇
募
集
商
品
　
中
野
市
産
農
産
物

お
よ
び
市
内
で
製
造
・
加
工
さ

れ
た
食
品
や
特
産
品
な
ど
で
、

贈
答
品
と
し
て
宅
配
が
可
能
な

も
の

〇
応
募
条
件

・
食
品
衛
生
法
な
ど
の
関
係
法
令

を
遵
守
す
る
こ
と

・
食
品
製
造
業
者
の
方
は
Ｐ
Ｌ
保

険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

・
食
品
加
工
品
は
、
容
器
ま
た
は

包
装
な
ど
に
「
中
野
市
内
で
製

造
・
加
工
」
「
原
材
料
が
中
野

市
産
」
の
い
ず
れ
か
が
明
示
さ

れ
て
い
る
こ
と

・
中
野
市
産
地
・
観
光
Ｐ
Ｒ
用
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
使
用
許
可
を

取
得
し
て
い
る
こ
と

２
０
１
５

募集

夏
ギ
フ
ト
掲
載
商
品

〇
応
募
期
限
　
４
月
17
日
㈮

〇
申
込
方
法
　
商
品
企
画
書
（
様

式
あ
り
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
し
込
み
先
　
信
州
中
野
観
光

セ
ン
タ
ー

〇
掲
載
料

・
１
枠
　
３
千
円

・
２
枠
　
５
５
０
０
円

・
３
枠
　
８
千
円

・
４
枠
（
１
ペ
ー
ジ
）
　
１
万
円

※
１
枠
当
た
り
３
品
ま
で
掲
載
が

可
能

〇
手
数
料
　
１
個
に
つ
き
商
品
価

格
の
５
％

〇
発
行
部
数
　
４
万
２
千
部
（
中

野
市
・
茨
城
県
北
茨
城
市
・
大

分
県
竹
田
市
内
へ
の
全
戸
配

布
、
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
会

員
の
方
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
発
送
な
ど
）

〇
発
行
時
期
　
６
月
初
旬

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

売
れ
る
農
業
推
進
室

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
６
）

信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

☎
�
５
５
８
１

▲ 2014 夏ギフト表紙

　
作
曲
家
中
山
晋
平
、
久ひ

さ
い
し石

譲じ
ょ
う

、

国
文
学
者
高
野
辰
之
―
。
中
野
市

に
生
ま
れ
育
っ
た
３
人
の
時
空
を

超
え
た
大
き
な
想
い
を
、
中
野
市

音
楽
親
善
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
麻ま

い衣

さ
ん
が
優
し
く
温
か
く
歌
い
上
げ

た
Ｃ
Ｄ
が
４
月
８
日
㈬
か
ら
発
売

（
税
抜
１
５
０
０
円
）
さ
れ
ま
す
。

　
故
郷
の
原
風
景
を
壮
大
な
ス

ケ
ー
ル
で
描
い
た
第
二
の
故
郷
と

も
呼
べ
る
中
野
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
「
空
み
あ
げ
て
」
は
、
自
然
の

尊
さ
、
生
き
る
こ
と
、
愛
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
力
強
く
表
現
し
て

い
ま
す
。

音楽

中
野
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
空
み
あ
げ
て 

ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
」
発
売問

い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

空みあげて（中野市イメージソング）

Dreamland（中部電力CM）

ゴンドラの唄（中山晋平作曲）

つなぐ（冬の祭典 2015テーマ）

小さな写真（となりのトトロイメージソング）

故郷（高野辰之作詞）

▼収録曲一覧


